共軛 回転 弾 

—— 金 博士 シリ— ズ • ：：- 



海 野 十三 



チヤ— チル が、 その 特使の 出発に 際して 念 を 押して 

いった。 

「ええ かね。 なるたけ 凄い やつ を 買 取 るん じ や。 世界 

一 の やつでな けり やい かん ぞ」 

そして そつ ぼ を 向いて (これから は、 何でも 世界一 

ひと かま つぶや 

主義で 行って 一 釜 起 すんだ) と 眩いた。 

たけ ぼら ご え 

ル— ズ ベルトが、 その 特使の 出発に 際して 竹 法螺 声 

で 命 を ふくめた。 
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「^む Jt スむ」 

生返事 をす るば かりで、 すこしも はっきりし たこと 

を 言わない 金 博士だった。 それ も 道理、 今、 博士 は 燻 

製の カン ガル— を 喰べ る ことに 夢中に な つてい る。 

「 ••：•• そういう わけで してのう。 お礼の 点に ついては、 

憚りながら 世界一 の 巨額 をお 払いし ます じ や。 



チヤ ー チルも 申しと りました が 都合に よって は、 カン 

ガル— の 産地 ォ— ス トラ リア 全土 を 博士に 捧げても よ 

いと 申して 居ります ぞ。 どうぞ その代り、 博士が 今お 

手持ちの 発明 兵器で、 世界一なる もの を 余に お譲りね 

がいたい。 そこに 大英 帝国の 最後の 機会が ぶら 下って 

たまわ 

居る という わけで してな、 どうぞ 御 同情 を 賜りたい。 

おぼしめ 

いかがで すな、 目下お 手 持の 発明 兵器で 世界一と 思 召 

す もの は …… 」 

「^む スむ」 

博士 は、 猫が 魚の あらと 取組んで いるよう に 只 呻る 

ばかりで ある。 カン ガル ー の 燻製が、 悉 く 博士の 胃 



ためいき 

かねる。 さて こそ 出る は 溜息ば かりで、 卿の 心臓 は ご 

と ごとと 鳴って 刻々 変調 を 来たす。 

「困った な あ。 この 中で 一体 どれが 世界一であろう 

力」 

それ は 分り かねる。 分り かねるならば、 択んで 行く 

途 なし。 さらば やはり みんな 買 つ て 行こうと すると、 

かさ とうてい 

これ だけ 嵩ば つた もの を 到底 持ち出し かねる。 

「困った。 どう すれば いいの か」 

あ i. ^ら あせ 

卿 は、 顔 一面に ふき 出た 脂汗 を 拭う こと も 忘れて、 

いらいらと 部屋 中 を 歩き まわる。 結局 決った の は、 

もっと 別の 部屋 を 探して みょうとい うこと だった。 



こうなる と 人間 はい やで も 単純に 帰らざる を 得ない 

つまり、 何でもよ いから、 持てる だけ 持って 帰ろうと 

いう こと だ。 チ ー ァ卿は 両手に 抱えられる だけの 設計 

書 袋の 束 を 二つ 斿 えて、 それ を うんこら さと 抱え あ 

げ ると 後 を も 見ずに 金 博士の 部屋から おさらば を 告げ 

たのであった。 盗み出した 設計 書の 件数、 しめて 五十 

三 件、 さりと は 慾の ない ことで は ある。 
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「あら、 お 口が お 上手な のね。 警戒し ます わ」 

「いやな に、 ざっくばらんの 話です が、 貴女が 金 博士 

にわれ われ を とりもって 下されば、 博士の 貴女に 対す 

ほ 1 つき ゆう 

る 信頼 は 五倍 も 十倍 も 増します よ。 俸給 も 上る で 

しょうし、 うまい もの も 喰べ られ る。 それば かりじ や 

ない、 われわれ も 儲けの 一部 を 貴女に 配当し ます。 も 

ち ろん これ は 断じて 闇取引 じ やない、 正当なる 利得で 

すし、 それにね え 鉛 華さん …… 」 

こ こ せんど 

と、 ベ ラント は 此所を 先途と 商才の ありつ たけをぶ 

ちまけ て、 遂に 鉛 華 を 完全に 手に入れて しまったので 

ある。 



「 ヽヽ ヽンヽ ヽヽ ヽンヽ ヽヽヽ ン| 

| >ハ> やん ん >ハ> やん ん >ハ> や るん」 

せき ばら 

金 博士 は、 妙な 咳払い を つづけさ まにして、 部屋の 

中 を 動き まわって いる。 失意 か、 得意 か、 さっぱり 分 

ら ない。 チ— ァ 卿が 開け放しに していった 大金 庫の 前 

を 幾度 か 行き過ぎ るが、 その 方に は 見向き もしない。 

そこへ 鉛 華が 入って 来た。 

「先生、 町に 素敵な 燻製 料理 を 売って いました ので、 

買つ て 参りました」 

「燻製 か。 燻製 はもうた くさん じ や」 

「あらつ、 先生のお 好きな 燻製で ございま すよ」 

鉛 華 は 博士の 答に、 意外な 面 持。 うしろで は ルスと 



ほか 

く かと 思いの外、 

「分つ とる よ。 ベ ラントに ルス 嬢 じ やろう。 わしの 発 

明 兵器 を、 わし ごと 買い取りに 来たの じ やろう」 

と、 ずばり 図星 を さした。 ベ ラントの 愕き、 

「ええ つ …… 」 

といった まま、 あとが 続かない。 

どきよ う 

こういう ときに 婦人 は 度胸の ある 者、 ベ ラントが 

ノック. アウトされ たと 見て、 前に とびだして 博士の 

腕 を 抑える。 

「今お 呼び 下す つた ルス 嬢で ございます。 仰 有った と 

おりの わけです から、 ぜひ 契約して 頂きとう) J ざい ま 



す。 その代り 博士のお 望み は 何なりと …… それに 特別 

精製の アメリカ 名産 バイ ソンの 燻製 を 一 口 召 上って 下 

さい まし。 これ こそ 世界 最高の 珍味で ございます」 

金 博士 をく どくに は、 いつの 時代に あっても 燻製 料 

理 によるの が 捷径 だとい う 鉄則 を、 ルス 嬢 も はずさ 

ない。 はずさない ばかり か、 ルス 嬢 は 躊躇の 色 もな く、 

博士の 前に 燻製 バ ィ ソンな ど を 詰め あわせた 食料 容器 

の 蓋 を ぼかんと 払った ものである。 



4 



やっぱり 効目が あった。 燻製 料理 は、 金 博士に とつ 

て、 恰も ジ ー グフリ —ドの 頸に 貼りつ いた t の 葉の 

跡の ような ものであった。 それが 巨人に 只 一 つの 弱点 

だった。 博士 は 今や 羊の ように 温和し くな つて、 前に 

ルス 嬢と ベ ラント 氏 を 座らせて いる。 尤も 博士 自身 

は、 両人 提供の バイ ソンの 燻製 を 大皿に うつして、 盛 

ん にばく つ い ている 有様 だ つ た。 

人見知り をし ないで、 核心に とびこんで いく 心臓 人 

種の アメリカ人の ことなれば、 嬢 も 氏 も、 こうな つて 



こ-つ さ ゆ-つ 

硬球が 双方から 寄って 来て、 ぐるぐ ると 回転 を はじ 

める。 すると この 箱が め リめリ と 壊れる。 中から 回転 

弾が、 ぼうんと 飛び出す。 あと はめり めり もりもりと 

破壊が 始まる」 

「すげ えもん だな あ」 

「目的地に この 箱が つく 時刻が 分って 居れば、 この 

時限 管の 適当なる もの を 壊して おいてから 起動 棒 を 抜 

くと、 ちゃんと 所定の 時刻に 回転 を 始める 仕掛に なつ 

て 居る。 目的地へ この 箱の つくの は 何時間 後 じ やな」 

博士 は 二人の 特使の 方 を ふりかえった。 

「はい。 目的地へ つくの は、 これから 輸送機 を 呼んで、 



凱旋した のであった。 

それから 後の 話 は、 むしろ 金 博士の 部屋に 於て 描写 

する のがよ いであろう。 

金 博士 は、 珍ら しく 新聞 を 読んで いる。 その 翌日の 

夕刊 紙 だ つ た。 

新聞の 上段ぶ つ とおしの 特 初号 活字の 白ぬ きで 伝え 

る 大事 件の 特報 …… 

ほうかい 

* ワシントン、 一 夜のう ちに 崩壊す —— 白堊 館 最初に 

ぎせい のが 

犠牲と なる。 危機一髪、 ル 大統領、 身 を 以て 遁れ る。 

崩壊 事件の 真相 全く 不明， 

"ワシントン 崩壊 事件の は、 不可視 怪 戦車 か。 I 



まんえん ちゅう 

I 崩壊 は 引続き 蔓延 中 —— 軍需工場 地帯 を 南進 中， 

つ い はきゅう 

"被害 遂に ニュ— ョ— ク巿に 波及。 高層建築 地帯 は 昨 

夜のう ちに 全壊〃 

"不可視 戦車の 音 を 聞く の 記 II 特派 決死 記者 ァ— ノ 

レ 、、に UIJ 己 

ノ ト tt? 一 11 口〃 

〃不可視 戦車 鎮圧に 出動の 第五 十八 戦車 兵団 全滅す。 

空軍の 爆撃 も 無力。 鎮圧の 見込 全然な し， 

〃怪 犯人の 容疑者た る ルス 嬢と ベ ラント 氏 は 昨夜 私刑 

さる々 

鉛 華 女が、 無線電話の かかって 来たの を 金 博士に 伝 

さじよ ラ 

えたので、 博士 は 新聞 を 机上へ 放り だして、 送話器に 
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